
茨城県内で金属窃盗被害が深刻化　地域住民と警備体制で抑止へ
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　茨城県内で、太陽光発電所や建設現場、農

地を狙った金属類の窃盗事件が相次いでおり、

県警や自治体、公安委員会による防犯対策が

強化されている。特に県西部では銅線や敷鉄

板の盗難が多発し、事件によっては数億円規

模の被害が確認されている。組織的・計画的

な犯行の存在も明らかになっており、警戒が

必要な状況だ。

　こうした被害を受け、茨城県は2025年４

月に「特定金属類取扱業に関する条例」を施

行。買い取り業者には公安委員会の許可が義

務付けられ、取引相手の身分確認や記録保存

も義務化された。条例施行後半年間の統計で

は、金属窃盗の認知件数は前年同期比でほぼ

半減するなど、一定の効果が表れている。

　県公安委員会は警備会社にも通達を出し、

機械警備で異常が発生した場合には即時に警

察へ通報する体制を整えるよう要請している。

初動対応の迅速化によって、被害の拡大を防

ぐ狙いだ。また、地域住民の監視の目も重要

視されており、日常生活の中で不審者や不審

な動きに気づき通報することが犯罪抑止につ

ながるとして、地域ぐるみの協力が呼びかけ

られている。

　自治体も啓発を強化。太陽光パネルのケー

ブルや給水バルブなど、狙われやすい金属製

品への注意を促すとともに、防犯カメラ設置

や巡回強化、不審者通報の徹底を推奨してい

る。警察、警備会社、地域住民の連携によっ

て、盗まれにくい環境づくりが進められてお

り、被害抑制に向けた取り組みが着実に成果

を上げつつある。

　茨城県では、条例施行や防犯体制の強化だ

けでなく、地域全体の見守りが犯罪抑止に不

可欠であるとの認識が広がっている。今後も、

住民と行政、警備会社が協力して、金属窃盗

被害のさらなる減少を目指す構えだ。



【卓　話】　飛翔するわたし 大塚　健次 会員（生命保険業）

　「飛翔するわたし」

を３つの視点からお話

しします。

①日本発のロータリー

クラブと三井財閥との

歴史的関係

　1920年、日本初の

ロータリークラブ「東

京ロータリークラブ」

が誕生しました。初代会長は三井銀行常務取締

役の米山梅吉翁。設立のきっかけは、日本人第

１号のロータリアンである三井物産の福島喜三

次氏との出会いです。さらに、米山梅吉翁は

1924年、三井信託株式会社を設立し、初代社

長に就任。設立を推進したのは三井合名会社理

事長であり、後に三井生命保険初代社長となる

団琢磨でした。

　このように、ロータリークラブと三井財閥に

は深い関係があり、共通する価値観は「奉仕の

精神」と「人を大切にすること」です。私も水

戸ロータリークラブの活動において、「米山奨

学金」はもちろん、「ニコニコＢＯＸ」「ロータ

リー財団」の年間目標を使命とし、会場委員と

してスムーズな運営に努めてまいります。

②生命保険事業について

　生命保険の社会的使命は「安心の提供」です。 

個人向けでは、医療・年金・介護など、社会保

障の補完。法人向けでは、事業承継やご退職金

準備が中心です。特に事業承継は、後継者不足

が深刻です。建設業界では、平成10年に約57

万社あった建設許可業者数が令和５年には 約

46万社へと約11万社減少しました。マーケッ

トの縮小は保険業界にも大きな影響を及ぼして

おります。一方で、外貨建て保険は、資産形成

や退職金準備の手段として成長分野です。

③鳩レースについて

　私が鳩レースを始めたのは、８歳の頃、父の

影響でした。父は日本鳩レース協会の会員で、

同協会の会員数は約１万人。初代会長は笹川良

一氏で、日本船舶振興会（現・日本財団）の創

設者としても知られています。水戸市には現在、

鳩レース協会の会員が21鳩舎あり、今後こう

した仲間との交流を深めたいと考えています。 

　鳩レースは、距離と時間から分速を競う競技

です。例えば、青森市から水戸市まで約500㎞

（500,000ｍ）を６時間（360分）で帰巣する

と、 分速は500,000ｍ÷360分 = 1388.89ｍ /

分、鳩は１分間に約1,388.89ｍ飛んだことにな

ります。鳩が帰ってくる瞬間のドキドキ感こそ、

鳩レースの醍醐味です。さらに、鳩は「平和の

象徴」として、昔は運動会、式典でも放されて

いました。そのたびに、父と一緒に参加した思

い出がよみがえります。

◆ 今後の飛翔について

　私が大切にしているのは「量×質」と「論理×

共感」 です。

　「量×質」とは多くのご縁を大切にし、そこ

から学びを得て、人間力を高めること。打数を

増やし、安打を増やすことを意識します。

　「論理×共感」について、論理は信用の基盤

です。例えば、偏差値75と60の差は一生変わ

りません。しかし、共感には無限の可能性があ

ります。その可能性を広げるために私が心掛け

ることは、挨拶をきちんとする。気遣い・気配り・

気働きを忘れない。途中で話をさえぎらない。

結論を急がせない。目と目を合わせて、相槌を

打ちながら傾聴する。レスポンスは相手の予想

を上回る速さで行う。 結果の報告、事前の連絡、

途中の相談の報・連・相を徹底する。共感を土

俵とする勝負は「当たり前のことを、当たり前

ではない熱量で行う」ことです。

　私は、２年前からある建設会社の事業計画の

進捗フォローを定期的に行っています。指導の

中で、相手との距離感を縮める必要を感じ、昨

年「１級土木施工管理技士補」の資格を取得し

ました。この資格が共感を生み、指導が非常に

しやすくなりました。

　最後に、私にとっての飛翔とは目前の「でき

た・できた・できた」。この can の積み重ねが、

将来の will、ありたい姿の実現につながると 

信じています。そして、挑戦と信頼の翼で未来

を切り拓くことです。

　これからも一歩ずつ、皆さまとともに歩んで

まいります。どうぞよろしくお願いいたします。



12月第３例会 司会　横山委員例 会 報 告

◇ 米山功労クラブ感謝状伝達

　成田会長より、米山功労クラブ感謝状（第

91回）がご披露されました。

◇ 米山功労者感謝状伝達　　　　　　

　成田会長より、中庭　忠会員には米山功労者

感謝状（第１回）が手渡されました。

◇ 年次総会　

　12月２日例会において次年度役員・理事候

補者名を公表致しました。水戸ＲＣ細則第３条

第１節に基づき、本日の年次総会にて会員の皆

様にお諮り申し上げます。

　2026 ～ 2027年度

　水戸ロータリークラブ役員・理事（案）

　役員　会　　長　　　　　　　荻原　　武

（前年度年次総会にて承認）

　　　　次々年度会長　　　　　二川　泰久

　　　　副 会 長　　　　　　　谷川　好一

　　　　幹　　事　　　　　　　川﨑　隆一

　　　　会　　計　　　　　　　小野瀬貴久

　　　　直前会長　　　　　　　成田　浩明

　理事　職業奉仕委員長　　　　神尾圭太郎

　　　　社会奉仕委員長　　　　林　正太郎

　　　　青少年奉仕委員長　　　篠田　吉孝

　　　　国際奉仕委員長　　　　中庭　　忠

　　　　ロータリー財団委員長　海野　勝人

　　　　米山奨学委員長　　　　山西　　裕

　　　　サポート委員長　　　　畠山　佳樹

　　　　プログラム委員長　　　富田　敬子

　　　　親睦活動委員長　　　　安　　圭一

　　　　ニコニコ BOX 委員長　 齊藤　佳昭

　全会員異議なく、拍手をもらって、ご承認い

ただきました。

◇ 会長の時間

成田会長

　寒暖差が激しいので体調にお気を付け下さい。

　先週水曜に那珂湊ＲＣ創立70周年記念式

典と記念事業に参加しました。那珂湊ＲＣは

1955年創立で水戸ＲＣ、日立ＲＣに次ぐ県内

３番目のＲＣです。現在は30名程の会員なの

ですが、広い会場で能楽の講演を約350人の中

学生を招き、地域密着型の公共イメージを上げ

る素晴らしい記念事業を行いました。日曜には

井上壽博会員の子息の井上英基氏が２回目の日

展の特選を受賞され、祝賀会に参加させて頂き

ました。日展は洋画、日本画、彫刻、書、その

他の芸術の５部門があり、毎年１万２千点の応

募、内３千点が入選しますが、特選は各部門

10作品程しか選ばれません。２回受賞すると

日展の会員となれるそうです。日展の審査員の

方がご挨拶で、欲があるとだめ、道を究める事

だそうです。１月20日開催予定だった新年家

族会を、諸般の事情で中止とし、家族会を２月

17日に開催します。１月20日は昼の例会にな

りますので、お間違えのないように。

◇ 出席報告

藤田副委員長

会 員 数 出 席 数 欠席数 本日の出席率

126名 84名 42名 71.79％

前週訂正出席率　77.31％

◇ 会員メークアップ

11/18　東京米山ＲＥＣ2750　秋山　現信

11/29　水戸ＲＡＣ　 横須賀　靖

12/10　那珂湊ＲＣ創立70周年記念式典

　　　　  大久保博之、髙原　　裕、成田　浩明、

　　　　  荒川　繁美

　　　　北海道2500ＲＥＣ　豊﨑　一彦

12/12　水戸南ＲＣ　 成田　浩明、横須賀満夫

12/14　水戸ＲＡＣ・水城高校ＩＡＣ合同例会

　　　　  横須賀　靖、安　　圭一、大月　章子、

　　　　  中庭　　彰、林　正太郎

◇ にこにこＢＯＸ

畠山委員長

井上（壽）会員……お蔭さまで息子が２回目の特

　選を受賞しました。祝宴には成田会長にご出

　席頂きました。

片岡会員……長女が今週から地区青少年短期交

　換学生としてタイに行くことになりました。

　ありがとうございます。



週報担当　川﨑　隆一 委員長

香嶋会員……少し気が早いですが、今年１年間

　大変お世話になりました。よいお年をお迎え

　下さい。

山口会員……12月17日に水戸ＲＣ東京ＯＢ会

　に行って来ます。

沼田（邦）会員……Ｊ２優勝、Ｊ１昇格達成しま

　した。皆様方のご支援のおかげでございます。

　ありがとうございました！

福加会員……年の瀬、忙しくなってきましたね。

下山会員……水戸ホーリーホックに続いて、

　ジェフ千葉もＪ１昇格となりました。ＪＲ水

　戸支店長として一番良い形です。

服部会員……5000ｍ本気で走ってきました。

　今年一番の記録が出たので5000円ニコニコ

　します。

山西会員……今月誕生日です。ありがとうござ

　います。

大月会員……誕生月で沢山の方にお祝いをして

　頂きました。プレゼントありがとうございます。

内藤会員……妻への誕生日プレゼントありがと

　うございました。

本日の合計 11件 65,000円

◇ 財団ＢＯＸ

髙原　　裕会員……財団の友献金（ポリオプラス）

（第10回）　＄100　15,600円（累計　＄7,000）

髙原　　裕会員……財団の友献金

（第１～４回）＄400　62,400円（累計　＄7,400）

小林大次郎会員……財団の友献金

（第３回）　＄100　15,600円（累計　＄6,300）

横須賀　靖会員……財団の友献金

（第６回）　＄100　15,600円（累計　＄1,600）

田所　久嗣会員……財団の友献金

（第６回）　＄100　15,600円（累計　  ＄600）

下山　貴史会員……財団の友献金

（第４回）　＄100　15,600円（累計　  ＄400）

この計 ６件 140,400円

◇ 米山ＢＯＸ

香嶋　　貴会員……米山功労者献金

（第８回）　　　10,000円（累計　380,000円）

櫻場　誠二会員……米山功労者献金

（第８回）　　　10,000円（累計　380,000円）

横須賀　靖会員……米山功労者献金

（第３回）　　　10,000円（累計　230,000円）

福加　博人会員……準米山功労者献金

（第７回）　　　10,000円（累計　  70,000円）

下山　貴史会員……準米山功労者献金

（第４回）　　　10,000円（累計　  40,000円）

河合　徹明会員……準米山功労者献金

（第１回）　　　10,000円（累計　  10,000円）

この計 ６件 60,000円

◇ 幹事報告

荒川幹事

１．第５分区しもだて紫水ロータリークラブよ

　り、ガバナーエレクト（2026～2027年度ガバ

　ナー）の推薦があり承認され確定いたしました。

　　氏　　名　笠倉　勉（しもだて紫水ＲＣ）

　　　　　　　1961年９月６日生まれ

　　入会年月日　2001年１月23日

　　職　　業　株式会社下館電業社

　　職業分類　電気設備事業

　　ロータリー歴　クラブ会長、ロータリー東日本

　　　　　　　青少年支援連絡協議会委員、第

　　　　　　　５分区ガバナー補佐、ポール・

　　　　　　　ハリス・ソサエティ、ベネファ

　　　　　　　クター、米山功労者（第３回）

２．次年度理事会が開催されます。

　　と　き　12月16日㈫　13：40

　　ところ　例会場

　　議　題　１）次年度会場監督の選出について

例　会　予　告

１２月３０日（火）
　― 定款第７条第１節により休会 ―

２０２６年
　１月　６日（火）
　卓話「和菓子の歴史と蘊蓄」

廣瀬　雅典 会員

　１月１３日（火）
　― 定款第７条第１節により休会 ―

……　例会欠席の方は、４日前までに事務局までご連絡下さい。……


